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　腸管出血性大腸菌食中毒は、牛

肉、ハンバーグ、焼肉、生レバー、ハ

ムあるいはサラダスプラウトなど各

種の食品が原因食品となっている。

食中毒としての届出は年間10～20件

である。また、腸管出血性大腸菌は

食品媒介以外に人から人への感染も

認められ、感染症法により診断した

医師は保健所に届出なければならな

い。感染症としての届出は多く、年間

3 千から4千人におよぶ。食中毒や

感染症として届出された腸管出血性

大腸菌の血清型は大部分がO157で

あるが、O157以外に国内では約40の

血清型が知られている。地方衛生研

究所や保健所で分離された腸管出

血性大腸菌の血清型は、O157が全

体の73.6%、次いでO26が20.7%、

O111が5. 5%で、その他にO 91、

O103、O121、O145などが多い血

清型である。食中毒の原因究明検査

や病院の散発下痢患者検査では、

O157以外にこれらの血清型を含め

た検査体制で実施されている。

　一方、腸管出血性大腸菌食中毒防

止の観点から、2008年に改訂された

大量調理施設衛生管理マニュアルの

調理従事者や食品関連従事者など

を対象とした保菌者検査では、腸管

出血性大腸菌O157以外にO26、

O111などの血清型も検査を実施する

ことが推奨されている。

　ここでは発生報告例が多い腸管

出血性大腸菌O26感染症に焦点を

当てて、本菌の流行について解説す

ると共に保菌者検査におけるO26検

査法についても触れる。

　なお、解析に使用した情報は病原

微生物検出情報（国立感染症研究

所）を参考とした。

1.  腸管出血性大腸菌O26

による食中毒

　厚生労働省に届けられた腸管出血

性大腸菌食中毒発生件数（患者数2

名以上）は1999年から2008年の10

年間に155事例が報告されている。そ

のうち、130事例はO157が原因菌で

あり、O26が3事例（うち1事例は患者

数が1名である）、O111が3事例、

O119、O159、O161がそれぞれ1事

例、血清型不明が17事例である。

　腸管出血性大腸菌O26による集

団食中毒を表1に示した。事例1は、

2003年9月10日から14日にかけて、

横浜市内の6ヶ所の幼稚園において

141名の患者が発生し、原因菌は

O26: H11であった。いずれの幼稚園

も生活圏が異なっていたが、共通の

給食施設を利用していることから、

給食による食中毒と判断された。9月

18日に給食施設の検食や拭き取り

検査を実施したが、当該菌は検出さ

れなかった。本事例から検出された

O26 : H11はパルスフィールドゲル

電気泳動による遺伝子解析では、

いずれも同一の菌株であると判断さ

れた。

　事例2は、2006年8月28日～9月初

旬にかけてO26: H11による患者発生

があった。調査の結果これらの患者

は8月26日に同一焼肉店を利用して

いることが判明した。焼肉店のギア

ラ（センマイ）からも同一のO26 :  

H11が検出された。分離菌株のパル

スフィールドゲル電気泳動による遺

伝子解析からは同一起源に由来する

ものと推定された。

2.  腸管出血性大腸菌O26

による集団感染

　腸管出血性大腸菌感染症は「感

染症法」で3類感染症に分類されて

おり、診断した医師は血清型にかか

わらず最寄りの保健所に届出なけれ

ばならない。この際、分離された菌株

の血清型あるいは毒素産生性のデー

タが病原微生物検出情報に報告さ

れる。

　表 2は、1998～2009年の12年間

におけるO26による集団感染症の発

生場所と発生件数を示した。報告件

数は66件である。このうち、54事例

が保育所、4事例が幼稚園、その他

小学校、大学、家庭で、不明の2事例

は北海道とオーストラリアの修学旅

行中に感染したと推察された。即

ち、O26による集団感染例はほとん

どが保育所であり、人から人への感

染が推察されている。保育所での流
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行は、①O26による感染を起こした

幼児から健康な幼児への感染、②保

母など保育所職員から保育児への感

染、③媒介物としては玩具や寝具、

床あるいは手洗い石鹸など保育所内

のあらゆるものからの感染、④保育

所の幼児用プールを介する感染が考

えられる。

　ただし、O26に感染した幼児は必

ず発症するとは限らない。多くの事

例では感染者のごく一部、特に幼

児、学童が発症しているに過ぎない。

しかし、感染者の家族内感染などが

多数認められている。

　以上のことから、これまでに国内

で報告された症例から推察すると、

腸管出血性大腸菌O26による感染は

乳幼児、学童に感染し、そのうち一部

が発症していることから、免疫力の

低い年齢層に感染・発症するものと

考えられる。ただし、感染力が極めて

強く、いずれの流行例でも二次感染

者が多数認められる。

　一方、家畜、特にウシに関しては国

内や諸外国でもO26は多数検出され

ている。また、食肉からの検出例もあ

り、O157と同様に初発は食品媒介で

あると推察されるが、その詳細につい

ては今後の調査が必要である。

3.  食品従事者からの

　  腸管出血性大腸菌O26

の検査法

　健康保菌者の腸管出血性大腸菌

O26検査法としては、図1に示すよう

に糞便を直接分離平板に塗抹する

方法が広く用いられている。分離用

培地としては酵素基質培地など色々

あるが、ここではCT-RMAC寒天培地

による糞便からの腸管出血性大腸菌

の検査法を紹介する。

（財）東京顕微鏡院　伊藤　 武

表2　腸管出血性大腸菌O26による集団感染症

発生件数
発生年

計

1998
1999
2000
2001
2002
2003
2004
2005
2006
2007
2008
2009

54

4
4
4
5
4
4
4
3
6
4
7
5

保育所

4

1

1

2

幼稚園

2

1
1

小学校

1

1

大　学

1

1

家　庭

4

2

  2＊

不　明

＊2事例とも修学旅行、1事例は北海道、他はオーストラリア
　国立感染症研究所：病原微生物検出情報に報告された事例

表1　腸管出血性大腸菌O26による集団食中毒

発生年月日

2003年9月

2006年8月

発生場所

横浜市（幼稚園）

新潟市（焼肉店）

患者数

141

8

原因食品

給食

焼肉

血清型

O26 :H11

O26 : H11

備　考

推定曝露日 : 9月4日

2次感染者2名を含む
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i n f o r m a t i o n

　糞便をCT-RMAC寒天培地に塗抹

し、35～37℃、18～20時間培養する。

CT-RMAC寒天培地では、ラムノース

非分解であるO26は無色透明で中心

部褐色の集落をつくり、ラムノース

分解である一般の大腸菌、Citrobac-

ter, Enterobacter, Klebsiella属菌な

どは赤色の集落をつくるため、O26を

鑑別することができる。CT-RMAC寒

天培地上でO26が疑われる集落を認

めた場合、その集落をTSI寒天培地や

LIM培地を用いた生化学的性状試験

や血清型別試験を行い、O26と確認

されたものについては、ベロ毒素産

生試験を行い、最終判定を行う。

　尚、現在、各培地メーカーではCT-

R M AC寒天培地以外にもO157、

O26、O111などを同一平板上で鑑別

できる酵素基質培地が開発されてお

り、今後の新しい検査法として注目さ

れるため、後日それらの培地について

は紹介する。

　O26の感染は食中毒としての報告

はそれほど多くはないが、ウシが高率

にO26を保有し食品が媒介している

ことから、食中毒防止のためにも検

査が重要であるし、保育所や学校で

の感染例が多発していることから、こ

れらの施設での感染防止のためにも

保育所や幼稚園を対象としたO26検

査を積極的に実施すべきであると考

える。
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図1　腸管出血性大腸菌O26の検査法
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